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名
工
大
音
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
そ
の
意
図
と
成
果 

 

松
浦 

千
佳
子
／
甚
目 

裕
夫 

 

  

１ 

は
じ
め
に 

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は
、
松
浦
が
一
〇
年
程
前
か
ら
不
定
期
に
行
っ
て
い
た
「
さ
く
ら
の
会
」
だ
。

こ
の
会
を
き
っ
か
け
に
、
筆
者
ら
は
語
学
教
育
と
音
楽
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
本
学

に
お
い
て
特
別
講
義
「
各
言
語
の
音
韻
構
造
に
基
づ
い
た
発
声
」
を
行
っ
て
い
る
。 

日
本
の
一
般
大
学
で
音
楽
が
科
目
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
既
に
高
校
の
段
階
で
音
楽
は

選
択
科
目
で
あ
る
。
だ
が
、
我
々
は
、
音
に
対
す
る
感
覚
を
養
う
こ
と
は
、
本
学
が
進
め
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
に
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。
声
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
声
に
載

せ
る
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
だ
か
ら
だ
。
こ
の
点
、
音
楽
、
特
に
歌
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か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
「
こ
と
ば
」
の
音
的
特
徴
が
際
立
っ
て
表
現
さ
れ
た
も
の
が
歌
だ
か
ら
だ
。 

と
は
い
え
、
音
楽
の
知
識
と
し
て
の
理
解
、
ま
た
映
画
な
ど
に
よ
る
歌
の
間
接
的
な
体
験
は
、
直
接
体
験

に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
か
。
臨
場
空
間
、
時
間
、
方
向
、
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。 

筆
者
ら
は
、
音
楽
の
直
接
体
験
を
工
学
的
に
解
明
す
る
と
同
時
に
、
幅
広
い
入
口
を
持
つ
総
合
芸
術
の
作

品
を
創
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
、
二
〇
一
五
年
に
音
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
図
と
成
果
、
そ
し
て
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

 

２ 

意
図 

 

（
１
）
仮
説 

 

目
に
見
え
な
い
「
音
楽
」
の
直
接
体
験
を
工
学
的
に
（
原
理
を
解
明
し
て
再
現
性
が
出
る
よ
う
）
解
明
す

る
に
あ
た
り
、
我
々
は
逆
に
「
音
楽
」
の
目
に
見
え
る
部
分
に
着
目
し
て
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
た
。 

「
個
々
の
姿
勢
は
先
天
的
な
体
格
に
、
後
天
的
な
文
化
的
要
素
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
出

来
上
が
っ
た
姿
勢
か
ら
生
ま
れ
る
身
体
の
使
い
方
に
よ
っ
て
音
楽
に
違
い
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
、
極
め
て
優

れ
た
才
能
が
聴
き
手
に
働
き
か
け
る
場
合
、
聴
き
手
の
身
体
の
保
ち
方
が
あ
る
程
度
影
響
す
る
。
」 
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こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
日
本
の
音
楽
と
西
洋
音
楽
の
持
つ
伝
統
的
な
身
体
性
の
違
い
で
あ
る
。 

 
（
２
）
東
の
文
化
と
西
の
文
化
―
己
を
知
る 

日
本
の
伝
統
芸
能
は
、
床
座
と
着
物
に
よ
る
身
体
性
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
1

。
日
本
の
文
化
は
「
押

す
文
化
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
伝
統
的
な
日
本
の
音
楽
は
、
腰
紐
の
結
び
目
を
意
識
し
て
腰
を
張
り
（
骨
盤

は
後
傾
）
上
体
を
保
つ
姿
勢
を
基
本
と
す
る
。
一
方
、
西
洋
音
楽
は
こ
れ
と
は
対
照
的
な
身
体
性
に
基
づ
く
。

骨
盤
を
直
立
ま
た
は
や
や
前
傾
さ
せ
て
背
骨
を
伸
ば
し
、
胸
郭
を
広
げ
る
こ
と
が
基
本
の
「
引
く
文
化
」
に

根
差
し
た
も
の
で
あ
る
。 

明
治
以
降
、
生
活
・
教
育
の
西
洋
化
に
よ
り
、
も
は
や
着
物
は
日
常
的
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
日
本
人
の

生
活
に
は
依
然
と
し
て
床
座
が
存
在
し
、
日
本
の
伝
統
的
な
身
体
性
と
も
、
輸
入
さ
れ
た
西
洋
の
身
体
性
と

も
異
な
る
、
独
特
の
混
在
文
化
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る

今
日
、
自
ら
の
身
体
性
が
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
理
解
し
な
け
れ
ば
、
ま
た
臨
場
空
間
が
ど
の
よ
う
な
身
体

性
を
要
求
す
る
の
か
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
適
切
な
対
応
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
状
、
こ
れ
ら
の
理

解
は
、
指
導
者
レ
ベ
ル
で
も
十
分
と
は
い
え
な
い
よ
う
だ
。 

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
極
め
て
微
細
な
（
ミ
ニ
マ
ム
な
）
動
き
か
ら
成
り
立
つ
日
本
の
伝
統
芸
能
を
東
の
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極
み
と
し
、
甚
目
の
専
門
領
域
で
も
あ
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
極
め
て
大
げ
さ
な
（
マ
キ
シ
マ
ム
な
）
動
き

と
も
と
れ
る
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
を
西
の
極
み
と
し
て
、
東
か
ら
西
の
音
楽
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を
想
定
し
、
そ

の
連
続
体
の
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
己
を
知
る
仕
組
み
は
で
き
な
い
も
の
か
と
考

え
た
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
総
合
芸
術
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
（O

p
era =

 O
p

u
s =

 

作
品
）
を
創
り
上
げ
、
東
西

両
文
化
が
両
極
に
存
在
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
融
合
す
る
の
か
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

（
３
）
実
施
に
当
た
っ
て 

と
い
う
わ
け
で
、
ラ
イ
ブ
の
作
品
を
創
造
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
が
、
出
演
者
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
妥

協
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
会
場
の
問
題
も
あ
る
。
近
隣
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
是
非

と
も
本
学
で
開
催
し
た
い
と
強
く
考
え
た
。
だ
が
、
音
響
・
設
備
、
と
て
も
満
足
の
い
く
場
は
な
い
。 

こ
う
し
た
環
境
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
少
し
で
も
妥
協
点
を
上
げ
る
た
め
に
、
出
演
者
は
各
ジ
ャ
ン
ル

の
プ
ロ
の
中
か
ら
最
高
の
キ
ャ
ス
ト
を
揃
え
た
。
ま
た
、
不
特
定
多
数
の
聴
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
、
さ
ら
に
本
学
管
弦
楽
団
の
学
生
も
参
加
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
臨
場
空
間
の

限
ら
れ
た
時
間
に
お
い
て
、
優
れ
た
才
能
と
声
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
力
）
が
学
生
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
る

の
か
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。 
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筆
者
ら
は
企
画
の
段
階
か
ら
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
出
演
者
の
選
出
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
甚
目
、

運
営
・
広
報
は
松
浦
が
担
当
し
た
。 

 

３ 
第
一
回
作
品
『
語
る
よ
う
に
歌
え
』 

 

（
１
）
概
要 

二
〇
一
六
年
三
月
二
六
日
、
新
築
間
も
な
い
四
号
館
ホ
ー
ル
で
一
つ
の
作
品
を
提
供
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
序
章
、
西
の
文
化
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
（
歌
劇
）
体
験
で
あ
る
。
学
内
外
計
一
七
五
名
が
来
場
し
た
。 

演
奏
者
と
し
て
は
、
欧
米
の
主
要
劇
場
で
活
躍
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ガ
ル
シ
ア
・
シ
エ
ッ
ラ
氏
（V

icto
r 

G
arcia S

ierra, 

バ
ス
・
バ
リ
ト
ン
）
と
柳
沼
裕
美
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
を
招
き
、
ピ
ア
ノ
は
甚
目
裕
夫
、
ナ
ヴ

ィ
ゲ
ー
タ
ー
は
本
学
の
高
井
一
特
任
教
授
、
そ
し
て
本
学
管
弦
楽
団
有
志
に
よ
る
花
田
公
園
前
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
（
弦
楽
五
重
奏
）
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
た
（
図
１
）
。
タ
イ
ト
ル
の
『
語
る
よ
う
に
歌
え
』
は
、
ヴ
ィ

ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ガ
リ
レ
イ
（V

in
cen

zo
 G

alilei, 

一
五
二
〇
～
一
五
九
一
）
の
言
葉
に
よ
る
2

。 

ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ガ
リ
レ
イ
は
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
（G

alileo
 G

alilei

）
の
父
で
、
一
六
世
紀
後

半
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
創
出
に
貢
献
し
た
知
識
人
の
グ
ル
ー
プ
、
カ
メ
ラ
ー
タ
（C

am
erata

）
の
主
要
メ
ン
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バ
ー
で
あ
る
。
彼
は
、「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
悲
劇
は
全
て
歌
わ
れ
た
」
こ
と
に
着
目
し
て
「
歌
に
は
語
り
の
要

素
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。 

こ
こ
で
い
う
歌
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
のC

o
ro

s

（
合
唱
）
か
ら
発
展
し
て
独
唱
形
態
に
な
り
、
さ
ら
に
そ

こ
に
感
情
（affect

）
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
ペ
ラ
で
い
う
と
こ
ろ
の
ア
リ
ア
（=

 air

）

で
、
臨
場
空
間
に
お
け
る
空
気
で
あ
り
、
歌
だ
3

。 

ま
ず
は
、
シ
エ
ッ
ラ
氏
と
柳
沼
氏
の
演
奏
で
、
こ
の
雰
囲
気
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
父
親
に

結
婚
の
許
し
を
請
う
『
私
の
お
父
さ
ん
』
（O

 m
io

 b
a

b
b

in
o

 ca
ro

: G
. P

u
ccin

i, G
ia

n
n

i S
ch

icch
i, 

イ
タ
リ
ア

語
）
、
ま
た
、
三
大
誘
惑
ソ
ン
グ
の
一
つ
、
カ
ル
メ
ン
の
『
ハ
バ
ネ
ラ
』（H

a
b

a
n

era
: G

. B
izet, C

a
rm

en
, 

ス

ペ
イ
ン
が
舞
台
の
フ
ラ
ン
ス
語
）
な
ど
、
歌
手
の
演
奏
を
至
近
距
離
で
聴
け
る
よ
う
に
し
て
感
動
確
率
が
高

ま
る
よ
う
に
し
た
。 

言
語
の
逐
語
訳
・
歌
詞
カ
ー
ド
は
敢
え
て
作
成
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
イ
タ
リ
ア
野
外
劇
場
で
の

経
験
が
豊
富
な
シ
エ
ッ
ラ
氏
を
間
近
で
味
わ
う
な
ら
必
要
な
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。
先
入
観
な
く
、
音
楽
そ

の
も
の
を
味
わ
う
た
め
で
も
あ
る
。
か
な
り
の
部
分
が
言
語
の
壁
を
越
え
て
伝
わ
る
こ
と
が
示
せ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。 

次
に
、「
歌
に
は
語
り
の
要
素
が
あ
る
（R

ecitativ
o

）
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
本
学
管
弦
楽
団
の
協
力
を
得
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て
、
オ
ペ
ラ
の
語
り
の
部
分
と
歌
の
部
分
の
演
奏
を
試
み
た
。 

オ
ペ
ラ
の
伴
奏
に
は
長
期
間
の
練
習
に
よ
る
熟
練
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
場
面
の
呼
吸
・
感
情
・
こ

と
ば
が
シ
ン
ク
ロ
し
た
場
合
、
オ
ペ
ラ
未
体
験
の
学
生
で
も
、
次
の
予
測
が
可
能
と
な
り
、
プ
ロ
・
ア
マ
、

年
齢
の
差
を
超
え
て
対
話
（d

ialo
g

o
s

）
が
生
ま
れ
、
演
奏

が
成
立
す
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。 

対
話
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
教
養
・
人
格
・
専
門
ス

キ
ル
が
揃
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
通
常
だ
が
、
体
系

化
さ
れ
た
西
洋
音
楽
の
理
論
の
中
で
は
、
実
践
（
対
話
）

の
制
約
が
緩
や
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
他
、
母
語
と
外
国
語
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
違
い
に
つ

い
て
も
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
シ
エ
ッ
ラ
氏
は

南
米
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
出
身
で
ス
ペ
イ
ン
語
が
母
語
で
あ
る
。

母
国
の
歌
と
の
比
較
に
よ
り
、
母
国
文
化
に
根
差
し
た
表

現
の
力
強
さ
も
確
認
で
き
た
4

。 

 

 

図１ 『語るように歌え』出演者 
 

Ｖ・Ｇ・シエッラ氏、柳沼裕美氏、高井一氏、 

甚目裕夫、花田公園前アンサンブル 
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（
２
）
成
果
と
課
題 

 

第
一
回
作
品
の
成
果
と
し
て
、
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
日
本
の
伝
統
芸
能
の
対
極
に
あ
る
イ
タ

リ
ア
オ
ペ
ラ
の
大
き
な
身
体
の
動
き
を
効
果
的
に
提
示
で
き
た
。
②
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
未
体
験
の
学
生
で
あ

っ
て
も
、
優
れ
た
演
奏
に
対
し
て
は
、
ま
る
で
対
等
で
あ
る
か
の
よ
う
な
対
話
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
③
母
語
に
よ
る
歌
の
表
現
が
、
よ
り
聴
き
手
の
心
に
響
く
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
第
二
回
作
品
で
は
、
以
下
の
三
点
を
課
題
と
し
た
。
①
日
本
の
伝
統
芸
能
と
イ
タ
リ

ア
の
伝
統
芸
能
を
対
比
さ
せ
、
身
体
性
の
違
い
を
よ
り
明
確
に
す
る
。
②
本
学
管
弦
楽
団
か
ら
選
抜
メ
ン
バ

ー
を
募
り
、
プ
ロ
と
対
話
さ
せ
る
。
③
仮
説
に
あ
げ
た
身
体
性
に
基
づ
く
音
の
と
り
方
と
音
楽
の
関
係
を
検

討
す
る
。 

 

４ 

第
二
回
作
品
『
東
西
対
抗
声
の
競
演
』 

 

第
二
回
作
品
で
は
、
東
西
の
対
極
性
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
両
文
化
に
存
在
す
る
総
合
芸
術
を
比
較

対
照
し
、
空
間
に
対
す
る
力
と
方
向
の
共
通
点
と
違
い
が
明
確
に
な
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
。
素
材

は
、
宗
教
音
楽
と
し
て
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
（G

reg
o

rian
 C

h
an

t

）
に
対
し
御
詠
歌
、
次
に
伝
統
喜
劇
と
し
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て
、
イ
タ
リ
ア
の
即
興
仮
面
劇
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
（C

o
m

m
ed

ia d
ell'arte

）
と
日
本
の
狂
言
、
そ

し
て
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
で
あ
る
。
当
初
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
に
対
応
す
る
日
本
の
伝
統
芸
能
と
し
て
「
声
明
」

を
取
り
上
げ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
日
程
の
関
係
上
、
適
切
な
出
演
者
が
手
配
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
性
質
の

異
な
る
二
人
の
オ
ペ
ラ
歌
手
を
手
配
し
た
。
そ
し
て
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
（
一
般
社
会
人
を
含
む
）
ま
で

の
幅
広
い
聴
衆
を
想
定
し
、
全
体
を
喜
劇
仕
立
て
に
し
た
。
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
タ
ー
は
、
前
回
に
引
き
続
き
本
学

高
井
一
特
任
教
授
に
依
頼
し
た
。
実
施
は
二
〇
一
七
年
三
月
二
五
日
、
会
場
はN

IT
ech

ホ
ー
ル
で
あ
る
。 

 

（
１
）
宗
教
音
楽 

 

こ
と
ば
に
表
し
き
れ
な
い
想
い
は
祈
り
と
い
う
行
為
と
な
る
。
宗
教
音
楽
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
持
つ

音
楽
の
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
の
原
点
と
も
い
え
る
。 

典
型
的
な
祈
り
と
い
う
行
為
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
天
を
仰
ぐ
祈
り
、
そ
し
て
、
頭
を
垂
れ
て
念
じ
る
祈

り
が
思
い
浮
か
ぶ
。
前
者
の
祈
り
は
、
天
に
い
る
対
象
、
神
に
対
す
る
祈
り
で
あ
り
、
後
者
の
対
象
は
外
で

は
な
く
、
内
に
あ
る
。
こ
れ
は
東
西
ど
ち
ら
に
も
存
在
す
る
が
、
そ
の
空
間
は
東
西
で
異
な
り
、
歌
い
方
も

異
な
る
。 

イ
タ
リ
ア
の
教
会
は
石
造
り
で
天
井
が
高
く
ド
ー
ム
状
で
あ
る
。
こ
の
ド
ー
ム
天
井
に
声
を
張
り
付
か
せ
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る
の
が
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本

の
寺
社
は
通
常
木
造
一
層
で
あ
り
、
天
井
に
声
を
響
か
せ

る
と
い
う
感
覚
は
な
い
の
で
、
そ
の
波
動
は
直
接
聴
き
手

の
身
体
に
伝
わ
る
5

。 

こ
れ
ら
の
事
情
に
伝
統
的
な
身
体
性
が
相
ま
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
声
と
な
る
。
イ
タ
リ
ア
の
場
合
、
顎
先
を

上
に
向
け
て
胸
郭
を
大
き
く
拡
げ
て
歌
う
の
に
対
し
、
日

本
の
場
合
は
顎
を
引
い
て
胸
郭
は
小
さ
く
保
つ
6

。
前
者

は
天
井
で
漂
う
よ
う
な
声
、
後
者
は
這
う
よ
う
に
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
声
と
な
る
。 

御
詠
歌
は
瀬
戸
市
仙
壽
寺
梅
花
講
の
皆
さ
ん
、
グ
レ
ゴ

リ
オ
聖
歌
は
イ
タ
リ
ア
人
歌
手
ジ
ジ
・
デ
ッ
リ
ー
コ
氏

(
G

ig
i D

'E
rrico

, 

京
都
外
国
語
大
学
講
師
）
に
依
頼
し
た

(
図
２
）
。
今
回
は
個
別
の
演
奏
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
演

奏
し
た
場
合
に
ど
ん
な
現
象
が
生
じ
る
の
か
の
確
認
は

 

図２ 御詠歌とグレゴリオ聖歌 
 

瀬戸市仙壽寺梅花講の皆さん（左）、ジジ・デッリーコ氏（右） 
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今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

 
（
２
）
伝
統
喜
劇 

 

こ
の
原
点
と
い
う
べ
き
声
を
、
聴
衆
へ
の
「
語
り
」
（
こ
と
ば
）
・
演
技
に
用
い
た
の
が
、
コ
メ
デ
ィ
ア
・

デ
ッ
ラ
ル
テ
と
狂
言
で
、
舞
台
で
演
じ
る
性
質
上
、
身
体
の
使
い
方
が
よ
り
明
確
に
な
る
。 

コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
は
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
起
源
、
即
興
に
よ
る
風
刺
喜
劇
で
あ
る
。
演
者
は
、

背
骨
を
上
へ
上
へ
と
伸
ば
し
、
胸
郭
を
開
く
。
目
線
は
上
で
、
顎
も
上
を
向
か
せ
る
基
本
姿
勢
は
グ
レ
ゴ
リ

オ
聖
歌
と
同
様
だ
。
こ
の
姿
勢
を
取
る
と
、
身
体
を
ね
じ
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
。
そ
の
せ
い
な
の
か
、
イ

ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
音
程
＝
音
高
差
）
は
横
方
向
の
感
覚
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
の
姿
勢
、
お
よ
び
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
は
、
高
い
音
や
素
早
い
動
き
に
適
し
て
お
り
、
生
ま
れ
る
「
こ
と
ば
」
は
リ
ズ
ミ
カ

ル
で
音
高
差
の
激
し
い
も
の
と
な
る
。 

 

一
方
、
日
本
の
伝
統
喜
劇
、
狂
言
の
場
合
、
演
者
は
膝
を
や
や
曲
げ
て
重
心
を
低
く
と
っ
た
上
に
上
体
を

乗
せ
る
。
胸
郭
は
さ
ほ
ど
拡
げ
ず
、
目
線
は
や
や
下
、
顎
を
引
い
た
状
態
で
語
り
、
身
体
の
動
き
は
縦
方
向

が
基
本
と
な
る
。
下
腹
に
「
う
っ
」
と
力
を
込
め
た
よ
う
な
低
い
声
で
、
御
詠
歌
に
認
め
ら
れ
た
「
這
う
よ

う
に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
声
」
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
。
動
き
は
重
厚
だ
が
、
素
早
い
動
き
に
対
応
す
る
も
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の
で
は
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
と
狂
言
を

同
時
に
比
べ
る
こ
と
で
、
身
体
の
使
い
方
に
よ
っ
て
、
ま

た
音
の
高
さ
の
と
り
方
に
よ
っ
て
、
声
（
こ
と
ば
）
に
違

い
が
生
じ
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
。
身
体
の
使
い
方
を
見

る
限
り
、
日
本
の
声
は
首
を
縦
に
振
る
「
頷
き
の
文
化
」

か
ら
生
じ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、

音
高
差
は
横
方
向
で
は
な
く
、
縦
方
向
の
感
覚
で
と
ら
え

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
は
ジ
ジ
・
デ
ッ
リ
ー
コ
氏
、

狂
言
は
能
楽
師
和
泉
流
狂
言
方
、
野
口
隆
行
氏
に
よ
る

(

図
３
）
。
ま
た
、
狂
言
と
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
の

創
作
狂
言
は
作
家
の
山
川
里
海
氏
の
書
き
下
ろ
し
で
あ

る
。 

 

 

図３ コメディア・デッラルテと狂言のコラボ 
 

ジジ・デッリーコ氏（左）、野口隆行氏（右） 
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（
３
）
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ 

最
後
に
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
で
あ
る
。
二
人
の
オ
ペ
ラ

歌
手
、
二
宮
咲
子
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
と
宮
里
直
樹
氏
（
テ

ノ
ー
ル
）
に
出
演
を
依
頼
し
た
（
図
４
）
。
二
宮
氏
は
イ
タ

リ
ア
の
第
五
七
回
プ
ッ
チ
ー
ニ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

蝶
々
夫
人
を
演
じ
、
宮
里
氏
は
著
名
な
音
楽
家
を
両
親
に

持
つ
新
進
気
鋭
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
で
あ
る
。
共
に
日
本
人

と
し
て
海
外
で
の
評
価
が
高
く
、
身
体
の
保
ち
方
は
イ
タ

リ
ア
の
そ
れ
だ
が
、
二
人
は
一
つ
の
点
で
大
き
な
違
い
が

あ
る
。
音
の
高
さ
の
と
り
方
だ
。 

二
宮
氏
は
、
イ
タ
リ
ア
で
「
最
高
の
蝶
々
夫
人
（U

ltra 

Jap
an

ese B
u

tterfly

）
」
と
絶
賛
さ
れ
た
実
力
の
持
ち
主
だ

が
、
歌
い
方
か
ら
日
本
人
ら
し
さ
が
抜
け
な
い
と
、
現
地

の
指
導
者
か
ら
厳
し
い
指
摘
を
受
け
て
い
る
7

。
そ
の
後
、

日
本
で
常
磐
津
と
三
味
線
を
始
め
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド

 

図４ オペラ 
 

二宮咲子氏（左）、宮里直樹氏（右） 
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で
習
得
し
た
の
だ
が
、
師
匠
か
ら
は
ど
う
し
て
も
西
洋
音
楽
の
感
覚
が
抜
け
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
そ
う
だ
。 

つ
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
も
東
寄
り
、
日
常
で
あ
る
は
ず
の
日
本
の
常
磐
津
は

ど
う
し
て
も
西
寄
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
他
の
音
楽
家
で
は
容
易
に
で
き
な
い
経
験
を
し
て
や
っ
と
理
解
で

き
た
問
題
で
あ
る
。 

我
々
は
、
こ
れ
は
生
ま
れ
持
っ
た
才
能
の
問
題
で
は
な
く
、
後
天
的
な
文
化
に
よ
る
影
響
と
考
え
る
。
二

宮
氏
の
場
合
、
身
体
の
保
ち
方
は
西
の
そ
れ
な
の
だ
が
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
感
覚
は
縦
方
向
の
、
日
本

の
感
覚
な
の
だ
8

。 

身
体
の
使
い
方
は
日
常
の
習
慣
で
あ
り
、
変
え
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
特
に
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
方
向
感
覚
を
変
え
る
に
は
、
目
に
見
え
る
具
体
的
な
手
掛
か
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
さ
ら
に
難
し
い
。

楽
器
の
演
奏
な
ら
ま
だ
し
も
、
声
の
場
合
、
目
に
見
え
な
い
体
内
の
微
細
な
動
き
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い

る
の
で
極
め
て
困
難
で
あ
る
。 

一
方
、
宮
里
氏
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
か
ら
声
楽
に
転
向
し
た
と
い
う
異
色
の
経
歴
を
持
つ
。
生
ま
れ
な
が

ら
に
西
の
文
化
に
囲
ま
れ
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
と
い
う
強
み
に
加
え
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
か
ら
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
横
方
向
に
捉
え
る
感
覚
も
身
に
付
け
て
い
る
。 
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（
４
）
本
学
管
弦
楽
団 

 

第
一
回
作
品
の
弦
楽
五
重
奏
に
お
い
て
プ
ロ
と
の
演
奏

を
通
し
て
、
経
験
・
年
齢
を
超
え
た
対
話
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
確
認
し
た
の
で
、
第
二
回
は
、
さ
ら
に
管
楽
器
を
加

え
て
小
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
た
（
図
５
）
。 

 

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
大
人
数
に
よ
る
妥
協
を
極
力
避

け
る
た
め
、
ま
ず
彼
ら
の
定
期
演
奏
会
で
劇
音
楽
を
演
奏

さ
せ
て
、
歌
う
（
演
奏
す
る
）
こ
と
の
概
念
を
変
え
、
第
二

回
作
品
の
演
奏
に
耐
え
ら
れ
る
力
を
つ
け
る
よ
う
指
導
し

た
。 

 

大
学
オ
ケ
は
、
知
的
好
奇
心
か
ら
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
派
以

降
の
交
響
曲
志
向
が
強
く
、
本
学
管
弦
楽
団
も
例
外
で
は

な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
音
楽
は
、
そ
も
そ
も
イ
タ
リ
ア

の
歌
が
根
幹
に
あ
り
、
そ
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て

き
た
。 

 

図５ 名古屋工業大学管弦楽団 
 

指揮：甚目裕夫 
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そ
れ
を
理
解
さ
せ
る
た
め
、
西
洋
音
楽
の
祖
、
イ
タ
リ

ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
感
さ
せ
る
こ
と
を
目
論
見
た
。
イ

タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
若
手
指
揮
者
と
し
て
定
評
の
あ
る
ロ
レ

ン
ツ
ォ
・
タ
ッ
ツ
ィ
エ
ー
リ
（L

o
ren

zo
 T

azzieri

）
氏
に
よ

る
公
開
レ
ッ
ス
ン
を
二
〇
一
五
年
六
月
に
行
い
（
図
８
）
、

そ
の
翌
年
冬
の
第
一
〇
六
回
定
期
演
奏
会
の
客
演
指
揮
者

と
し
て
迎
え
る
こ
と
と
し
た
。 

 

大
学
オ
ケ
で
外
国
人
指
揮
者
を
迎
え
る
こ
と
は
例
外
中

の
例
外
で
あ
り
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

危
惧
す
る
声
も
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
学
生
の
作
成
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
音
楽
的
見
地
か
ら
あ
っ
さ
り
却
下
さ
れ
た

こ
と
か
ら
も
反
発
の
声
が
上
が
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
松

浦
・
甚
目
を
交
え
た
話
し
合
い
の
会
を
何
度
も
持
ち
、
意

思
の
疎
通
を
図
っ
た
。 

そ
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
音
楽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
、

 

図８ ロレンツォ・タッツィエーリ氏を迎えて 
 

Ｌ・タッツィエーリ氏（右前）、本学管弦楽団（後）、甚目裕夫（左） 
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同
演
奏
会
で
は
二
宮
氏
（
前
出
）
と
藤
原
歌
劇
団
の
小
山
陽
二
郎
氏
（
テ
ノ
ー
ル
）
の
客
演
も
可
能
と
な
っ

た
。
事
前
の
練
習
に
は
前
出
の
宮
里
氏
に
も
来
団
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
プ
ロ
の
オ
ペ
ラ
の
公
開
リ
ハ
ー
サ

ル
と
公
演
を
見
学
さ
せ
る
な
ど
、
半
年
以
上
か
け
て
、
歌
う
こ
と
、
演
奏
す
る
こ
と
、
プ
ロ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練
を
し
た
。
二
一
名
編
成
の
小
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
は
こ
う
し
た
啓
蒙
活
動
の
結
果
で
あ

る
。 

 

な
お
、
二
〇
一
六
年
度
卒
業
式
お
よ
び
二
〇
一
七
年
度
入
学
式
に
お
け
る
『
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
』
前

奏
曲
（O

vertu
re: R

. W
ag

er, D
ie M

eistersin
g

er vo
n

 N
ü

rn
b

erg

）
の
演
奏
に
変
化
が
見
ら
れ
た
の
は
、
こ
う

し
た
指
導
の
結
果
で
も
あ
る
。
単
に
楽
譜
を
な
ぞ
る
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
語
の
発
語
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
演

奏
す
る
こ
と
で
本
来
の
音
楽
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
た
は
ず
だ
。
演
奏
を
通
し
て
、「
こ
と
ば
（
音
）
」

に
着
目
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
外
国
語
教
育
の
新
し
い
切
り
口
、
動
機
づ
け
と
も
な
る
。 

ま
た
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
当
初
危
惧
さ
れ
た
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
。

目
的
が
「
英
語
を
話
す
」
こ
と
で
は
な
く
、「
一
つ
の
音
楽
を
作
る
」
こ
と
に
な
る
こ
と
で
、
先
に
述
べ
た
対

等
な
関
係
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
日
本
の
語
学
教
育
の
参
考
に
な
る
だ

ろ
う
。 
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（
５
）
追
記 

第
二
回
の
来
場
者
は
、
学
内
外
約
二
七
〇
名
と
な
っ
た
。
残
響
が
わ
ず
か
〇
・
八
三
秒
（
観
客
が
い
な
い

状
態
、
通
常
ホ
ー
ル
な
ら
約
２
秒
）
と
い
う
過
酷
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
好
評
を
得
た
の
は
、
ひ
と
え
に

出
演
者
の
力
量
に
よ
る
。
常
磐
津
と
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
に
対
応
す
る
た
め
マ
イ
ク
を
利
用
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
オ
ペ
ラ
（
作
品
）
に
関
し
て
は
、
残
響
の
み
付
け
加
え
た
だ
け
で
、
拡
声
は
し
て
い
な
い
。 

 

５ 

最
後
に
―
今
後
の
課
題 

 

我
々
は
こ
の
音
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
体
験
の
試
み
と
考
え
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ

ア
に
端
を
発
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
は
元
来
音
楽
が
含
ま
れ
て
い
た
。
当
時
の
音
楽
は
数
学
的
要
素
が
強

か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
感
覚
教
育
と
し
て
の
要
素
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
自
ら
の
五
感
を
駆
使

し
て
両
極
に
あ
る
も
の
を
同
時
に
考
え
、
本
質
を
素
早
く
導
き
出
し
、
美
し
く
処
理
し
て
い
く
た
め
の
教
育

だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の
感
覚
教
育
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
感
じ
る
こ
と
、
体
験
す
る
こ
と
を
中
心

に
作
品
を
創
造
し
た
。 

だ
が
、
我
々
の
大
き
な
目
的
は
、
い
か
に
音
楽
を
「
工
学
し
（
再
現
性
を
持
た
せ
）
」
、
そ
れ
を
提
示
す
る
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か
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
は
舞
台
づ
く
り
を
中
心
に
、
身
体
の
保
ち
方
と
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り

方
の
文
化
差
が
考
察
で
き
る
よ
う
、
音
楽
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
両
極
を
示
し
て
き
た
が
、
次
の
課
題
と
し
て
、

そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し
た
い
。
例
え
ば
、
聴
き
手
の
姿
勢
（
身
体
性
を
含
む
）

が
音
楽
の
感
じ
方
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
な
ど
だ
。 

イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
よ
う
に
、
日
本
の
日
常
の
対
極
に
あ
る
も
の
に
触
れ
る
こ
と
で
身
の
丈
を
知
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
現
実
と
対
峙
す
る
策
を
練
る
一
助
と
な
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。
我
々
の
扱
う
の
は
音
楽
だ
が
、

音
楽
は
「
こ
と
ば
」
で
あ
る
。
器
楽
演
奏
で
あ
っ
て
も
、「
こ
と
ば
」
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ズ
ム
な
ど

が
反
映
さ
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
身
体
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
音
楽
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
別
の
切

り
口
か
ら
、
例
え
ば
語
学
教
育
の
目
標
設
定
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
与
え
ら
れ
た
空
間
と
時
間

に
お
い
て
、
適
切
な
力
と
方
向
性
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
は
、
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
の
だ
。 

 

謝
辞 

本
学
企
画
広
報
課
広
報
室
に
は
、
広
報
、
写
真
撮
影
・
ビ
デ
オ
収
録
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
本
原
稿

中
の
図
（
写
真
）
は
同
広
報
室
の
協
力
に
よ
る
。
ま
た
、
施
設
利
用
に
あ
た
っ
て
はN

IT
ech

ホ
ー
ル
管
理
担

当
の
学
術
情
報
課
に
支
援
を
受
け
た
。 
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最
後
に
、
二
度
の
作
品
の
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
タ
ー
を
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
高
井
一
特
任
教
授
、
広
報

を
支
援
い
た
だ
い
た
名
古
屋
工
業
会
に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。 
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1
6

. 

2 

水
谷
彰
良
『
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
史
』
（
音
楽
之
友
社
、
二
〇
〇
六
年
）。 

3 

こ
の
考
え
方
を
い
ち
早
く
ド
イ
ツ
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
『
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
』

で
あ
る
。 

4 

特
に
ラ
テ
ン
系
の
言
語
で
は
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
（
＝
節
分
音
）
が
顕
著
と
な
る
の
で
、
聴
き
手
の
心
に
働
き
か
け

る
ア
フ
タ
ー
ビ
ー
ト
感
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
日
本
語
の
強
い
方
言
で
も
、
現
れ
方
は
異
な
る
も
の
の
、
同
様
の
効
果

が
あ
る
。 

5 

能
・
狂
言
も
同
様
。
動
的
な
西
洋
音
楽
の
ほ
う
が
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
と
感
じ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
日
本
の
声
は

直
接
身
体
に
響
く
の
で
よ
り
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
宗
教
音
楽
が
日
本

の
声
の
原
点
で
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
以
降
、
日
常
的
に
耳
に
す
る
機
会
が
激
減
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
伝
統
的
な
日
本
文
化
の
身
体
性
を
保
つ
環
境
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
最
も
適
し
た
伝
統
的
な
声
を
耳
に
し
て
発

声
器
官
を
鍛
え
る
機
会
も
失
わ
れ
て
い
る
。 

6 

日
本
の
合
唱
指
導
で
よ
く
耳
に
す
る
「
顎
を
引
く
」
、「
口
を
開
け
る
」
な
ど
の
表
現
は
、
こ
う
し
た
基
本
姿
勢
を
想

定
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
基
本
姿
勢
の
個
人
差
、
ま
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
声
の
姿
勢
を
考
慮
せ
ず
、
不
特
定

多
数
に
同
一
の
指
示
を
与
え
れ
ば
、
学
習
者
は
混
乱
す
る
。
語
学
教
育
で
も
同
様
。 
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7 

こ
れ
は
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
『
蝶
々
夫
人
』
と
い
う
作
品
が
、
日
本
的
所
作
で
西
洋
音
楽
を
歌
う
と
い
う
矛
盾
を
抱
え

て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
当
時
の
異
国
趣
味
に
よ
る
題
材
と
は
い
え
、
音
楽
は
極
め
て
イ
タ
リ
ア
的
で
あ
る
。
歌
い
手

は
、
こ
の
矛
盾
と
闘
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。 

8 
頷
き
文
化
（
日
本
的
な
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
、
縦
方
向
の
動
き
に
最
適
）
を
保
っ
た
ま
ま
イ
タ
リ
ア
歌
曲

(
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
は
横
方
向
）
を
歌
え
ば
、
国
籍
不
明
の
音
楽
と
な
る
。 
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NITech Music Project 

－The Purpose and Results－ 

 

NITech Music Project is based on our idea that the experience of 

specific performance of music helps to develop sensibility for global 

communication. While programming music events, we have been 

trying to “engineer” music as phenomena by proposing a spectrum 

which covers variety of music from minimum to maximum. 

Through the two events, we have shown that ①different cultural 

settings of the body lead to different kinds of music and different 

ways of perceiving intonation, and ②superb performance facilitates 

dialogues between professionals and amateurs. In future events, we 

intend to extend our programme in order to provide a new approach 

in education.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松浦千佳子 | Chikako MATSUURA 

名古屋工業大学大学院工学研究科 

言語学・英語教育 

  准教授 

 

甚目裕夫 | Hiroo HADAME 

早稲田大学国際教養学部 

オペラ指導・監督 

  非常勤講師 

 


